
光明小学校 実践報告 

 

（１） 実践内容 

〇５学年 レッスン６ ３／４時間 

 〈導入〉 

・友達と挨拶をする。今まで学習した I like~.のフレーズを用いて交流する。 

 〈活動〉 

・本時のめあてを確認する。 

・キーフレーズの確認をする。 

・キーフレーズを使って、ゲームを行う。 

・振り返りカードに今日の授業で気付いたことを記入する。 

 

（２） 成果（○）課題（●） 

〇友達と、ALT と外国語を用いて交流することへの抵抗が少

なくなった。 

○導入時の、友達と挨拶を交わす時に、今まで学習したフレ

ーズを用いることで、キーフレーズを使うことへの抵抗が

減り、うなずきや相づちを打てる子が増えてきた。 

〇学習発表会では、５年になって学習を始めた外国語につい

て発表したいという思いをもつ児童が多くいた。今まで学

習した単語や、数字の言い方を使ったクイズを自分たちで

考え発表をした。また、学年発表のはじめに「ハローソン

グ」を歌い、身振りを付けて低学年にも伝わるような合唱

を披露した。 

〇リズムに合わせて外国語を話すことにより、他の授業に比

べテンポが良く、気持ちよく１時間を終えることができ

る児童が多かった。 

〇振り返りカードにて、日本語と外国語の発音について、自

分なりに「した（舌）を回すように発音するのが英語、し

た（舌）を上下に動かすのは日本語」と理解を深めている

児童も見られる。 

●外国語を話すことに消極的な児童もまだいることが課題

である。 

●ALT と共に行う授業では、本校担当 ALT が日本語も理解

し、子供と対話するように授業を支援してくれるので、ス

ムーズに授業が進行する。しかし、ALT が日本語をあま

り理解していない場合、授業をどのように作り上げていけ

ばよいか悩んでいる。 

●導入時の、挨拶で、友達と既習のキーフレーズを用いたや

りとりを行った時に、相手の言葉に反応を返しながら、話

すことが難しい。 

 

学習発表会で歌ったハローソング 

ALT とも堂々と交流 

本学級児童の振り返りカード 

身振りをつけてアルファベットソ

ングを歌っている様子 



〈本時のレッスンプラン・指導案〉 

 

 

 

 

 

 

Student JTE（◎支援○留意点） ALT       

・挨拶 

 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

 

・アルファベットの歌 

アルファベットの歌を歌

って、アルファベットに

親しむ。 

・ポインティングゲーム 

Hi friends!１の２２、２

３ページを使って、ポイ

ンティングゲームを行

う。 

 

 

・チェーンゲーム 

What do you want?という

キーフレーズを使ってゲ

ームをする。 

 

 

・ラッキーカードゲーム 

What do you want?のフレ

ーズを使って、カードゲ

ームを行う。 

 

・本時の振り返りを行う。 

 

 

◎挨拶を友達と交わし、自分の状態

を示す英語表現はいろいろとある

ことを紹介する。 

 

本時のめあてを児童に提示する。 

 

 

 

 

◎アルファベットの歌を歌って、ア

ルファベットに親しませる。 

 

◎ポインティングゲームを通して、

児童が全員で、What do you want? 

と ALT に尋ね、キーフレーズに親

しませる。 

 

◎チェーンゲームを通して、友達と

協力してゲームを行い、 What do 

you want? 

というキーフレーズを必然的に何

度も言えるよう取り組ませる。 

 

◎ラッキーカードゲームを行う。 

・グループ作りの声掛けをする。 

・やり方が分からない児童に声掛け     

する。 

 

振り返りカードを配付し、振り返り

を行う。 

 

 

 

 

・挨拶 

○子供たちと挨拶を交わし、握

手をする。 

 

 

 

 

 

 

・アルファベットの歌 

アルファベットの歌を児童 

と一緒に歌う。 

・ポインティングゲーム 

○Hi friends!１の２２、２３

ページを使って、ポインティ

ングゲームの子供と対話を

しながら、正しい発音を聞か

せる。 

・チェーンゲーム 

What do you want? という

キーフレーズを使い、友達と

協力して、伝言ゲームのよう

にキーアルファベットを伝

えるゲームに一緒に取り組

む。 

◎ラッキーカードゲーム 

カードゲームのやり方を子

供たちに伝える。 

最後にラッキーカードを伝

える。 

・振り返り 

 

アルファベットをよく聞こう、

欲しいものを尋ねたり答えたり

してみよう。 

【本時の目標】 

アルファベットの大文字とその読み方とを一致させるとともに、欲しいものを尋ねたり答え

たりする表現に慣れ親しむ。 

アルファベットの日本語と英語の言い方の違いに気付き、欲しいものを尋ね

たり答えたりすることを用いたゲームに積極的に参加することができたか。 

（振り返りカード） 
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